
 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の情景】 

 

 

 

 

 

『元気いっぱい咲き誇る「さくらまつり」』 

甲南町寺庄の【創造の森】では、今年も広場の

周りを綺麗な桜が彩りました。多様な種の桜が、皆

さんの心に元気を与えてくれました！(^O^) 

【創造の森】は、寺庄区の地域の皆さんに維持管

理をいただいています。 

  

 

 

 

ごあいさつ 

日頃は、西村けいの活動にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。4 月から新

しい年度が始まり、退職された方、そして初めてのスタートを切られた方など、新たな舞台へ移行され

た方がたくさんいらっしゃいました。市役所においても 3 月末で 5 名の部局長を含む 42 名の職員の

皆さんが退職され、4 月からは 23 名の新規採用職員の方を迎えたと聞いています。3 月末を以って

定年退職された方の中には、旧町役場時代から 42 年間、私が生まれるずっと前から地域の為にご

尽力をいただいた方もいらっしゃいました。皆さんの功績に深く敬意を表しますとともに、私も今後ともし

っかりと頑張らせていただきたいと決意を新たにいたしました。さて、新型コロナウイルス感染症は、未だ

に国内各地で勢いの止まない状況ですが、本市でも 5 月 12 日 

から高齢者(65 歳以上)向けのワクチン集団接種も開始されました。 

今後も、常に緊張感を持ち、的確な対応を取れるよう努めます。 

議員としての任期は早くも半年を切りました。今後とも地域の皆さま、 

諸先輩方に御指導、御鞭撻をいただきながら、未来を担う若い世代 

の一員としても、今そして未来のために、全力で取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

【後援会 Voice】 

 

私が大人になったな、と感じる 

場面に「政治への関心」があります。 

高校から地元の町を離れる機会 

が多くなり、どこと無く地元に愛着が 

湧かない日々が数年ありました。 

今は、地元で仕事をする様になり、地域の人を知り、こ

の町が好きになっています。そんな中で、この先も住みや

すい町になる為にはどうすれば良いのかを考えた時に「若

い世代の声を政治の世界に届けることが大事だな」思い

ました。そして、それができるのは同じ世代の政治家だと

思っています。 

 

 

【 後援会入会情報 】 私は現在、26 歳です。若いエネルギーは溢れていますが、経験や知識はまだまだ未熟です。 

今日までふるさと・甲賀を守り、創ってこられた諸先輩方のご指導と、共に活動いただける仲間の参画をお願いいたします。 

〇後援会に入会いただける方、ご連絡ください。〇ご自身・お知り合いでボランティアスタッフとしてご協力いただける方、ご連絡

ください。〇市政に対するご意見やご要望などをお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

【活動写真】 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本尚路(26) 

甲南町磯尾在住 

【編集・発行元連絡先：西村けい後援会 事務所】 

〒520-3301 甲賀市甲南町寺庄 1207 

電話：090-5150-8140 Email：nishimura.kei.310@gmail.com 

HP：http://nishimura-kei.com 

 

QR コード【Facebook】 

 

 

★「新型コロナワクチ集団接種開始 5/12～［高齢者 10,040 人分(4/23 予約開始分)］」★  

次回受付(予定)：5/22(土)午前 9:00～ 約 15,000 人分(高齢者) 

受付方法：電話予約 0570-783-695 

           WEB 予約 https://reserve-vac-c.jp/koka/user/login   

※新型コロナ感染症相談センター電話 0748-69-2154 

※接種 2 回目の予約は、1 回目の接種終了後に接種会場にてご予約いただけます。  

★「地域経済応援クーポン券配布」★ 令和 3 年 9 月 1 日～使用開始(予定) 

対象：全市民 / 使用可能店舗：市内店舗・事業所（取り扱いを希望する） 

概要：1,000 円につき 1 枚利用できる 500 円のクーポン券 

1 世帯あたり 5 枚（2,500 円分）＋世帯構成員 1 人あたり 5 枚（2,500 円分）を 

全世帯に配布（例：3 人家族の場合＝10,000 円分） 

★「奨学金返還補助」★ 最大で 100 万円の返還補助で若者の定住促進 

 対象：令和 3 年 4 月以降に市内企業等に採用内定を受け且つ市内に住民登録のある方 

 補助額(上限)：100 万円(20 万円/年×5 年間) 

★「移動販売モデル実施」★店舗等へ出かけることが困難な方への買い物支援 

 実施箇所：市内約 80 箇所(検討中) 

※本格実施に向けて、小売事業者 2 社と契約を締結 

 

 

 

 

 

 

【 T O P I C S ! ! 】 
 

歳    

 
【市政報告会】 

甲賀市議会議員  

 
WEB 予約 

 
会派視察【やまなみ工房(甲南)】 

 

 
3 月定例会議案審議 

 
田植え体験(市内) 

https://reserve-vac-c.jp/koka/user/login


                                    

   

 

 

                                                               

                                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 9 日（火）に 2 回目の登壇をし、各部署に質問を行いました。 

主な質問とそれらに対する答弁は下記の通りです。傍聴にお越しいただいたみなさま、ありがとうございました。 

【甲賀市議会役職 所属会派：凛風会)】 総務常任委員 / 予算決算常任委員 / 広報特別委員 

【主な活動】 甲賀市総合計画審議会 / 甲賀市消防団(甲南 5-1) / 甲賀市成人式実行委員会(2015 誓いの言葉)  

甲賀忍術研究会 

【西村けい（26 歳） 経歴】 平成 7 年 3 月 10 日生 

平成 13 年 甲南のぞみ保卒 / 平成 19 年 甲南第一小卒(スポ少野球ウイングス) / 平成 22 年 甲南中卒(生徒会長・

全中駅伝出場) / 平成 25 年 立命館守山高卒(生徒会長) / 平成 29 年 立命館大法学部卒(司法特修) / 平成 29

年 日本通運（株）入社（令和 2 年 8 月退） / 令和 2 年 10 月 甲賀市議会議員補選 初当選 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 質 問 要 旨 (令和 3 年 3 月定例会) 

 

一般質問とは・・・議員が行政全般にわたり、市長等の執行機関に対して、状況や方針につ

いて質問をしたり、説明を求めたりすることで、30 分(答弁時間除く)与えられています。 

 

 

Ⓠこれからの広報については、「求める人に求める情報を的確に発信する」必要があり、「LINE」は

それに寄与できるものであると感じている。登録増加に向けた周知方法は？ 

Ⓐ市長公室長：従来の HP 等に加え、今後は「あいコムこうか」をはじめ 

多くの場所や場面で、繰り返し定期的な周知を図る。まずは区長様など 

行政と深く関わっていただく皆様にご登録いただくよう、お願いしたい。そして、 

人口の１割を少し超える１万人を目標として利用者を増やしていきたい。 

Ⓠ登録促進ツールとして、「LINE 公式スタンプ」を作成してはどうか？ 

Ⓐ市長公室長：特に若い世代に「公式スタンプ」を使用してもらうことで、 

きっかけとすることができると考えるので、前向きに検討したい。 

 

Ⓠ「LINE」等活用において、特に高齢者などのデジタル・ディバイド(情報格差)の支援体制は？ 

Ⓐ総合政策部理事：窓口相談や市内でスマートフォン等機器の 

活用を支援するための教室等の開催を調整したい。 

 

 
 

 

Ⓠジビエ活用に向けた当局の思いは？ 

Ⓐ産業経済部長：R1 年度は、ニホンジカ 1,965 頭、イノシシ 789 頭など、 

合わせて 3,300 頭もの有害鳥獣の捕獲を行っていただき、捕獲獣の 

利活用を図ることは取り組むべき課題であると考えている。また、「ジビエ」 

は新たな地域振興に繋がる可能性があるものと認識している。 

Ⓠ市内ジビエ処理施設の方向性は？ 

Ⓐ産業経済部長：今後、専門的知見を有する民間企業との連携なども視野に入れ、 

調査研究を進める。 

 

 

 

Ⓠ組織風土改革は、風通しの良い職場環境に繋がり、建設的な意見がより反映され、熱意を持

った効率的な甲賀市政が執り行われると期待できる。また、それらは、市民の皆さまの住みよさ

向上に確実に還元されるものでなければならない。組織風土改革について、市長の思いは？ 

Ⓐ市長：重要なことは、「幹部職員自らが変わろうとする意識を持つ」ことであると考えている。 

変化によって生じる葛藤や不安、軋轢に幹部職員が 

しっかりと対峙をし、乗り越えようとする姿勢を部下に 

見せることが重要である。更には、各職員が、「まず自ら 

考え、主体的に行動をしていく」ことも、同様に大切であり、 

これらにより市民サービス向上に繋がると確信している。 

ⓆR2 年度から 3 年間の組織風土改革支援業務委託(事業費 1,509 万 8 千円)の内容は？ 

Ⓐ総務部長：全正規職員を対象に、半年に１回、意識調査の実施と、その結果から組織として

の強みや弱みの洗い出しを行い、ＰＤＣＡサイクルの取り組みにおける総合的な支援業務を

委託するもの。 

Ⓠ従来の庁舎内部での取り組みに加えて、新たに外部への業務委託に至った経緯は？ 

Ⓐ総務部長：本市の「人材育成基本方針」に沿って庁内で取り組みを行ってきたが、それだけでは

十分とは言えず、先進地視察を契機として導入に至った。 

Ⓠ今後の方向性は？ 

Ⓐ総務部長：本市の未来を担う 20 代、30 代、40 代の職員が、 

積極果敢にチャレンジできる風土醸成を後押するものとしたい。 

これらによって、更なる市民サービス向上と信頼される市役所に 

変われるよう職員一丸となって健全な組織を作り上げてまいりたい。 

 

1.市政における「LINE」活用について 

2.ジビエ活用に向けた整備について 

3.市役所内の組織風土改革について 
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